
















た︒下田にはこの言葉の元になる言葉がありまして︑女子教育についての の様々な考え方を見ますと︑おそらくここに収斂されるだろうと思いますので︑これ 副題にいたしました︒ ﹁女性こそが社会を変えるのだ︒世界を変えることができるのだ︒そのような気概を持って学び︑社会で実践し︑社会に貢献しなさい﹂ということでござ ます︒これがもっとも学生 伝えたいことでありますし︑研究所の学祖研究の核になることです︒ た︑それをどのように現代に即して活かして くかという とも︑研究に関わってくることかと考えております︒
次のスライドで︑下田歌子の肖像を紹介させていただきます︒




















ここから平尾鉐は東京を活動の拠点にします︒そしてその翌年︑宮中に出仕することになります︒その年の内に︑後の昭憲皇太后から歌の才能を評価されて︑ ﹁これからは歌子と名乗りなさい﹂と言われ︑これより平尾歌子 宮中で 出世もすごく早かったのですが︑結婚のため 明治十二年に宮中を辞すことになります︒
そして丸亀藩士で武道家であった下田猛雄と結婚して下田歌子




















の女性の地位向上に貢献したということが真っ先に挙げられます︒次に明治時代を代表する歌人であったことも重要な側面です︒それから︑国文学者・国語学者・源氏物語研究者としての があります︒下田の源氏物語講義は外部からも多くの聴講者を集めました︒さらに家政学者としての側面もあります︒下田 いうと国文学者という側面が強調されがちで が︑家政学者としての側面ももっと強調さ なければならないと思います︒ヨーロッパに旅立つ前︑明治二十六年に﹃ ﹄
を出版しています
︒これは︑
女性の手になるオリジナル 著作としては日本初のものとなります︒それまで も西洋のものを翻訳した家政学の はありましたが︑下田の﹃家政学﹄は自分の実際の講義を本にしたものです︒さらに明治三十三年︑ ﹃新撰家政学﹄という著書を新 にまとめます︒この本は︑中国で 当時の国情に合わせて翻訳︑出版され︑中国の家政教育に役立てられました︒
それからもう一つ︑社会福祉事業家の面がありまして︑特に大
正期に︑愛国婦人会会長として活躍しました︒すでに六十歳を超えておりましたが︑たくさんの社会的弱者が生まれた関東大震災の際︑罹災した人 ちにも救いの手を差しのべました︒
現在の実践女子大学︑ そして短期大学部も含めてですが︑ 文学部 ・




















とを起こしてしまった︒兄弟の国と喧嘩して いけない に﹂いうことを言っ い す︒しかし﹁してしまったのなら︑政府よっぽど将来のことを考えなければいけ せんね﹂ということを言った後で︑ ﹁私は百年の長計を立 ました﹂と言います︒これ
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が一般女子の教育のことでした︒一人でイギリスに渡って大変な生活をしながら国を憂いているのです︒それが直接的 は実践女子学園につながりました︒そしてもう一つ︑女性の目からの教育ということ いて申しあげますと︑下田はイギリスで貴族のご家庭のご婦人 友達になり︑その家に寝泊まりすることが きたということもあって︑イギリス 女子教育を家庭の内側から見ることができた︑ということを書簡に記しております︒それは 子の目をもって見なければわから いし︑ かも れをただ引き写すように持ってくるだ ではだめで︑やはり日本の事情に合わせて換骨奪胎して移植しなければだめだ ︑非常 重要なこと言っ おります︒
そして帰国後︑和漢洋の知識を活かした文章で﹁帝国婦人協
































て実践女子学園を作ったのですが︑実は他にも 現在 新潟青陵学園をはじめとして︑いくつもの女子教育機関の設立に関わりました︒実践だけがよければ い はなく︑実践 一つの拠点として︑日本の︑そして広く世界の女子教育をより良いものにしたかったという下田の意志も 我々が継承していかなくてはならないことだと思 ます︒
次に︑下田歌子研究所の設立の経緯を申し上げることによって︑















































平成 27 年度、下田歌子研究所は「実践女子学園下田歌子研究所規則」（平成 25 年 10 月 25 日制定 


















































本学園は 2019 年に創立 120 周年を迎えるが、それにあたり創立 100 周年以降の学園史補遺版の
編集を行う。 
17 下田歌子研究所シンポジウム「学祖研究の現在」












たします︒東洋大学は今一番元気のある大学の一つで が︑その学長をお務めになって現在すでに三期目でいらっしゃ 国際教育やキャリア教育と った現代的取り
組みと同時に︑学祖井
上
円了に学んだ哲学教育というものを大学運営の核に置いて︑井
上円了研究センターを昨年開設されるなど︑学祖に学ぶことで独自色を打ち出し︑それが実を結んでいる東洋大学の取り組みについてお話 伺えると思います︒それでは竹村先生︑よろしくお願いいたします︒
